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 平成２２年度のコミュニティ・ビジネス団

体設立支援は２４団体でしたが、それぞれに

特徴があり、素晴らしい団体が立ち上がりま

した。その中で、印象に残る団体を、ご紹介

したいと思います。 
 
１ ほたるの里奥米地（養父市）は、村の活

性化を図るため、どんな方式がよいか。Ｎ

ＰＯ法人、ＬＬＣ（合同会社）、ＬＬＰ（有

限責任事業組合）等のうち、どれにするか

ということで、平成２１年１２月、２２年

１月、２月の３回わたり森綾子専務理事と

ともに雪の奥米地を訪れ、１０余名の村役

さんの説得・協議・ＮＰＯ法人設立認証申

請書類の作成を支援させていただきました。 

県への認証申請書提出にも立ち会い、平   

 成２２年６月認証書が交付されました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

２ 水道施設整備技術協議会（宝塚市）は、

安全で安心な飲料水を安価で供給する技術

を普及することにより、最高水準の水が飲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

める地域の拡大を目指しています。 

水質浄化の特許権を持つ田村理事長は、

日本のみならず、東南アジア及び南太平洋

の人々に対しても、安全で安心な飲料水を

安価で供給する技術を 

普及させようとしてい 

ます。特に日本では、 

沖縄の離島で実施し、 

好評を得ています。 
 
３ ネクスト・ワン（養父市）は、農家の二

男が中心の一級建築士等が養父市内の高齢

者等に対して、住環境改善支援事業の他、

高齢者農家の生産活動支援事業等を行って

います。農業経験のある建築士が、後継者

不足による農地の荒廃を防ぐため、高齢者

農家の農業支援を行っているのです。これ

により、新しいコミュニティの形成と次世

代の人材育成を目指しています。 
 
４ 元気ファーマいながわ（猪名川町）は、

猪名川町の支援を受け、遊休農地の活用に

よる農園運営事業等 

を行い、新鮮野菜等 

の栽培・提供により、 

地域の活性化と関係 

者等の健康増進を目 

標にしています。 
 
５ 富貴国際交流協会（豊岡市）は、フィリピ

ンの方が日本で定住できるようにするため

の支援事業等を実施することにより、日本と

の友好を図り、両国の一層の親善を深めるこ

とを目指しています。フィリピンでビザの取

得、日本の生活習慣の習得等の相談、フィリ

ピン人と日本人との結婚支援及び結婚後の

生活支援、子育て支援を行っています。 

 

「いなか生活体験ツアー」にて 
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毎日の活動をしっかり運営することは大切

ですが、「今のこの活動は、何をめざしてやっ

ているのか？」がスタッフ間で共有されてい

ないと、いつ「遭難」するかわかりません。 

当センターでは相談事業の強化のため、中

期事業計画作成の支援に取り組んで 3年にな

ります。そこで、「突然、事業計画なんて言わ

れたって、作ったことないしイメージできな

い！」という団体さんのために、簡単につく

り方の流れをご紹介いたします。 

①まず、やること・・・決意する！ 

事業計画は一人では作れません。作った計

画をスムーズに進行するためには、リーダー、

スタッフ間で共有しておくことは必要です。

作業も量・時間ともにかかるので、計画の必

要性を感じ、「何のために作るのか」という目

標を明らかにし、作成までの道のりを共に乗

り越えるスタッフと「つくる！」決意をして

ください。 

②コストと期限を考える 

限りある資源の中で、目標にそった計画を

つくるには、それにかかる時間と労力（外部

の人に協力してもらう場合は謝金）を予想し、

ここまでなら出せる、これ以上は（良いもの

が出来るとしても）出せないという限度と、

いつまでに完成させるかを決めておきます。 

③推進体制をつくる 

目標に対して、作業ステップとスケジュー

ルをスタッフ間で決め、リーダーとチームを

編成します。(外部のコンサルタントなど第三

者の作成支援も可能です) 

④資料をそろえる 

未来図を作るには、過去の足跡の検証が必

要です。最低過去 3～4 年分の事業報告書・ 

 

計画書、事業別収支計算書、助成金申請書

など、参考になる資料は年次毎に漏れの無い

よう揃えておきましょう。(第三者に協力して

もらう場合は定款・組織図・パンフレットな

ども必要です) 

⑤いよいよ開始・・・ミッションの確認！ 

企業の目的に利益追求があるように NPO

活動の目的はミッションの達成です。 

どういう使命(ミッション)のために自分達

は活動をしているのかを明文化(覚えられる

程度・３０～６０文字程度に)します。 

これによって、計画作成に直接関われない

スタッフやボランティアさんにも自分たちの

活動の目的が分かりやすく説明できます。 

⑥３年後のビジョン(中期目標)を決める 

次に３年後にどんな状態になっていたいの

か(目標)を考えます。それがミッションに照

らし合わせて違和感があってはなりません。

自己満足でなく社会のニーズを反映したもの

になっているかどうかという検証も必要です。 

⑦現状を客観的に認識し課題を設定する 

 計画が必要とされるのは、目標と現状の差

（ギャップ）を認識し、どう埋めるかという

手法を考え、実施することによって目標に到

達するためです。 

それぞれの課題を解決する切り口としては、

人材(ヒト)・商品（モノやサービス）・財務(カ

ネ)・業務・受益者・情報などです。数値目標

があれば共に記入します。 

⑧課題ごとに実行計画書を練る 

 出てきた課題に対して、何をどういうふう

に、誰が(担当者を決めて)いつまでに実行し

ていくのかを細分化して考えてゆきます。 

 ⑨あとは、実行あるのみ！ 

 実行計画書をスタッフ間で共有・確認し、

実施してゆきます。その際に必要なのは、P

（プラン）⇒D（ドゥ）⇒C（チェック）⇒Ａ

（アクション）サイクルを活用すること。 

 ぜひ！皆さんもトライしてください。 

（来年度、作成講座を開催予定です） 

来年度こそ  

事業計画を作りましょう！ 
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2011 年度 法人設立/CB 起業・運営相談/無料職業紹介のご案内 

  

生きがいしごとサポートセンター阪神北では随時、起業・就業等のご相談にのらせていただきます。 

   

実施＝○：1回 ◎：2回 ●：3回以上
回数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

ﾌﾞﾛｸﾞﾎﾟｰﾀﾙ・HP・ﾒﾙﾏｶﾞ 随時

ニュースレター送付 4 ○ ○ ○ ○

起業・運営などの相談 随時

起業支援講座 2 ◎

資金調達講座 2 ◎

NPO法人事務局実務 11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会計実務 6 ○ ◎ ◎ ○

広報力･情報発信実務 4 ◎ ◎

生きｻﾎﾟ合同事業 1 ○

事業計画作成支援講座 5 ● ◎

課題解決ワークショップ 8

専門家派遣 12

地域の担い手育成セミナー 1 ○

団塊世代のCBジョブ入門 4 ◎ ◎

インターン実習 10

就労相談 随時

随時

適宜適宜

適宜

適宜

 

 

 

 

 

 

 

 

◆人    

 

活動分野を越えた緩やかなネットワーク組織『阪神 NPO 連絡協議会』会員募集中！！ 

「生きがいしごとサポートセンター阪神北」は、兵庫県の「コミュニティ･ビジネス等生きがいしごと支援

事業」の補助を受けて、特定非営利活動法人宝塚 NPO センターが実施･運営しています。この事業は、「生

きがいしごとサポートセンター播磨西」「生きがいしごとサポートセンター播磨東(ウェキス)「生きがいし

ごとサポートセンター神戸西(しゃらく)」「生きがい仕事サポートセンター神戸東(ワラビー)」「生きがいし

ごとサポートセンター阪神南(UN)の 6 拠点にて運営されています。 
 

◆日時等、詳しくは 4 月以降のブログ、メールニュース等でご案内します。おたのしみに！◆ 


